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第31回

渚の生業、渚の遊び
2003 年 4 月 26 日

人為によるさまざまな景観の改変が進むなかで、陸地から海への移行帯が近年関心を集めている。海

中や砂中や泥中の、目につきにくい生物多様性が広く認識されるようになったためである。しかし、人

類がこうした豊かな生物相を利用しはじめたのは近年のことではない。渚は、古くより今日にいたるま

で、漁撈や採集をはじめとするさまざまな活動の舞台となってきた。レクリエーション的な活動から、

現金獲得を目ざした生業にいたるまで、さまざまな人間活動の多様性を認識することは、渚の保全の問

題を考えるうえで重要であろう。今回は、こうしたテーマに関わる研究者のうち、大学院に所属する気

鋭の御三方に報告をお願いした。

筒井功氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）は、ホンダワラ類が優占するベトナムの

海域について報告した。この海藻は、清涼飲料や漢方薬、肥料の原料として用いられ、とくに清涼飲料

は、ベトナム南部を中心に利用がさかんになっている。その生育は、海水の塩濃度、濁度、漂砂の条件

などによって制限されるが、季節風の影響を強く受けるこの地域では、これらの因子は通年的に大きく

変化する。つまり、不安定な環境において限られた季節にだけ生長がみられるため、採取がさかんにな

れば、資源の減少もありうることが示唆された。

池口明子氏（名古屋大学大学院環境学研究科）は、沖縄本島の内海に面した干潟における、貝類をおも

な対象とした採取活動について報告した。さまざまな収穫物のうち、ハボウキガイやホソスジヒバリな

どの貝類は、加工に手間がかかるため、近年まで採取されることが少なかった。変化の背景として、採

取者たちが自分たちを「海女」と見なす、一種の職業意識の確立をあげることができる。従来、干潟で

の採取は仕事と見なされず、「海に行くのは怠け者」といわれていたが、1972 年の土地改良以降に貝類

が少なくなったことや、干潟が消失した本島他地域からの採取者が増えたことなどを背景に、こうした

職業意識の確立がうながされている。

内藤直樹氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）は、沖縄本島に近い久高島の漁業の

変遷について報告した。1990 年代にはマグロ漁やソデイカ漁、モズク養殖などがさかんであったが、

2000 年代に入るとソデイカの価格が下落したため、漁師たちは新たな生業を模索しはじめている。こ

うした生業移行期には目新しい試みが次々に生まれるが、従来の活動が忘却されてしまうわけではなく、

一部の漁師は旧来の活動に従事するようになる。また、1970 年代にさかんだった銛突き漁などは、大

がかりな設備を必要としないため、新規参入の漁師たちに好まれている。傍流となって受け継がれる「伝

統」と、斬新な個人的試みの両立によって、海での生業は成立しているのである。

総合討論は、秋道智彌氏（総合地球環境学研究所）のコメントをきっかけに進められた。グローバル
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な経済の動きが著しく、漁場環境も変化しやすいこんにち、海辺の生業は目まぐるしく変化する。とき

には、環境破壊的な活動が始まることもある。こうした状況では、商業的に特化した生業だけに目を向

けるのでなく、すたれてしまったかにみえる生業や「遊び」など多様な活動も重視して、現存の環境の

価値を評価することが重要だろう。
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